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原水爆禁止岡山県協議会 
700-0981 岡山市北区西島田町 4-25 

TEL086-244-4526 (F)805-6172 

kenmin@po5.oninet.ne.jp  

 岡山県内１５番目の自

治体での原爆写真展が５

月１４日から備前市の備

前文化センターで始まり

ました。備前９条の会と共

催です。初日から多くの市

民が熱心に見学。３０分以

上も熱心に見ながら、会話

が弾む場面もありました。

寄せられたアンケートに

は「広島で二度見たときは

衝撃でした。そして、いま

改めて見ても思いは同じ

です。人間の愚かな面を突

きつけられます。その一方

で、長年にわたる平和、反

核への願いのもと、粘り強

く闘ってきた、あるいはな

 浅口市では５月２８日から６月２日まで１週間の予定で

原爆写真展の開催が決まりました。会場は旧寄島町にある

「浅口市ふれあい交流館サンパレア」を予定しています。 
浅口市は平成の合併で金光町、鴨方町、寄島町が一つにな

り浅口市として発足。市庁舎は鴨方町にありますが、展示場

所の関係で寄島町で開催の運びになりました。 
浅口市と市教育委員会の後援をいただくための申し入れ

も行う予定です。 
（右・写真は浅口市ふれあい交流館サンパレア） 

 することも考えられるわけである。抑止力どころか、

使いたくてたまらないものがいる。廃絶以外に明るい

未来はない」（備前市内・７０代・男性） 「原爆絶対

反対！」（備前市内・６０代・女性）などと記入されて

います。 
備前９条の会は１１月に備前市民センターで映画

『渡されたバトン―さよなら原発』の上映会を計画し、

写真展参加者に案内しています。 

お闘い続けているのも人間との思いを強くしていま

す。この催しに感謝！」（備前市内・６０代・女性）

「久しぶりに原爆の写真を見て、憲法９条の問題と

か、橋下発言のこととか戦争が起こってはいけない

と思うけど、心の中に不安がつのります」（備前市

内・６０代・女性） 「原爆の悲惨さを改めて知り、

涙しました。９条を守りたいと思います」（備前市

内・６０代・女性） 「現代に核兵器が存在するこ

と自体、信じられない。平和を願う人々は、いても

立ってもいられないはずだ。国外からミサイルを載

せた核弾頭が飛んできたとして、日本近海で迎撃し、

命中したとして、考えられるのは核そのものが爆発


